
音楽一家で育った
人気漫画家が語る

松井優征

Yu s e i  M a t s u i

特別企画  ／   Interv iew

2012年から約４年間『週刊少年ジャンプ』
（集英社）で連載されて大ヒットとなった漫画
『暗殺教室』。同作品はテレビアニメ化、
実写映画化、ゲーム化されるなど、
日本にとどまらず海外でも大きな

話題になりました。その作者である漫画家の
松井優征先生が、漫画に対する思いや、
幼い頃の思い出、ご自身の経験を通して

伝えたいことなど
さまざまに語ってくださいました。
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責任をもった「終わり方」
bouquet［ブーケ］編集部（以下、b）：『暗殺教室』
は少し怖いタイトルに反して、読んでみると笑っ
てしまう場面が多く、楽しくて温かい漫画でした。
進学校が舞台の物語ですが、登場人物の生徒たち
のもつ背景がとても現実味を帯びている印象を受
けました。取材などは行ったのでしょうか？

松井：進学校に通っていた友人たちや、集英社の
かたがたの話を参考にしています。世の中には、
親の求める基準が厳しく、すごく高レベルな大学
に合格しても「その程度じゃ負けだ」と言われて
しまうような厳しい環境にいる子たちの世界があ
ります。僕は「きっとそこでしか味わえない挫折
や喜びがあるんだろうな」と、この世界は漫画の
ネタになると思ったのです。

b：この作品は、連載中にテレビアニメと映画にな
りましたね。連載中の漫画が原作としてアニメや
映画になる場合、原作とは異なった結末を迎える
ことがほとんどです。しかし、連載の最終回と同
時期に放映された映画とテレビアニメは、原作と
同じ結末でした。

松井：物語の全容は最初から決めていたので、両
方の制作陣に事前に最終回までのシナリオを渡し

ていました。前例はほとんどない試みですが、結
末が大事な作品なので、全てのメディアで同時に
終わらせたいと思ったんです。何より３つのどの
ジャンルにおいても、結末を新鮮な状態で観てい
ただきたかったことが理由です。

b：連載最終回を迎えたのは2016年３月ですね。
その頃、たいへんお忙しかったことと思います。
睡眠時間はあったのでしょうか？

松井：『ジャンプ』での最終回の週に映画の封切
りですから、１週でも遅れたら映画で先に結末を
やっちゃうので、最後半年は風邪も絶対引けませ
んでした。連載中は毎週２日ほど徹夜しますが、
そのペースであれば睡眠時間は足りています。で
もいちばん忙しいとき、原稿を描いて、単行本
の追加作業をして、インタヴューやテレビ収録が
たくさん……という週があって、そのときは地獄
だったかもしれません（笑）。けれど、それも今し
かできないことだと、楽しむようにしていました。

b：『暗殺教室』は180話にもわたる作品ですが、１
話１話がおもしろく読めました。

松井：読むかたによっては「今回はおもしろくな
かった」と思うこともあるでしょう。だけど僕と
しては、どの回の内容も自信をもって描いてきた

松井優征先生。両手に抱えるのは、ご自身の作品
『暗殺教室』の主人公 “殺

ころ

せんせー”のぬいぐるみ



*毎週、『週刊少年ジャンプ』の読者を対象に実施されるアンケート。読者が
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つもりです。

b：最終回が近づくにしたがって、どんどん引き込
まれました。先生は単行本のメッセージで、この
作品について「終わり方が最も大事な漫画」と書
かれていますね。

松井：僕が子どもの頃は、漫画がとても熱かった
時代ですが、最高潮のときはめちゃめちゃおもし
ろい一方で、ラストはけっこうなげやりになっちゃ
う作品もありました。読者のときにちょっと悲し
い気持ちになったので、自分が漫画家になったら
最後まで責任をもって描こうと思っていました。

b：この作品には、主人公が発する温かい言葉が多
くありました。主人公は生徒たちに “社会では望
んだ結果が出せないことが必ずあるけれど、悔し
い気持ちはやり過ごしてください”とアドヴァイス
しました。そのあとの「考えるんです　社会の激
流が自分を翻弄するならば…その中で自分はどう
やって泳いでいくべきかを」（第170話）というセ
リフは、とても印象に残っています。

松井：それはすごく言いたかったことです。社会
に出れば、望んだ結果が出せないことは必ずあり
ます。でも、そこで腐ってしまうと長引いてしまう
んですよ。僕自身も希望した連載ができなかった
という挫折がありました。けれど、気持ちを新た
に描いた『暗殺教室』が世の中に受け入れられて、
「切り替えたほうが早いな」と強く学んだのです。

b：主人公の言葉には、先生ご自身の思いが詰まっ
ていたのですね。

松井：子どもの頃、中学校までは成績がよくても、
高校でレベルの違いに挫折していく友人も多くい
ました。自分自身もそうでした。だけど、そのよ
うな考え方を一つ知っているだけで、挫折したと
きに前向きに生きていけると思うんです。読者の
かたがこの先挫折してしまったとき、このシーン
をふと思い出して、切り替えるきっかけにしてく
れたらうれしいなと思います。

読み込んだからこそ得た、多くの技術
b：先生のこれまでの作品の設定や展開は、想像
できないようなものばかりです。先生のお名前を
インターネットで検索してみると、「天才」という
ワードも候補に上がってきました。

松井：天才ではありませんよ（笑）。だけど、“天才
風味”でいこうかなとは思っています。お菓子の
「バーベキュー味」みたいなことですね。「全然バー
ベキューじゃないじゃん！」っていう（笑）。ただ
デビューしたての頃はどんな手を使ってでも、*ア
ンケートで１票でも多く集めたかったので、天
才っぽく振る舞っていたかもしれません。読者の
かたの中には、漫画のおもしろさだけではなく、
漫画家の才能を愛してくださるかたがいますから。

b：小さい頃の読書体験など、現在の創作活動に影
響を与えているものはありますか？

松井：子どもの頃は児童文庫が好きでした。学校
中の本を読みあさっていましたが、中学生になっ
て読む本に挿絵が少なくなると、モチベーション
が下がってしまって。「挿絵が透けて見えるとこ
ろまで読もう」などと読んでいたのですが、その
頃から本はあまり読まなくなっちゃいましたね。
それでも、高校の頃には自分の考え方を大きく変
える本にも出会いました。漫画も子どもの頃はあ
まり買ってもらえなかったので、読んだ数は少な
いです。でも、冊数は少なくとも心の中に強く刻
んでおけば、その材料だけで何十年かやっていけ
ると思うんです。１冊の漫画を、カバーがボロボ
ロになるまで読み込んでいました。すると、その
漫画の中で使われている技術が分かるようになっ
てきます。少ないものからでも多くを得ることは
可能だと思います。

b：週刊連載は大変なことだと想像しますが、漫画
を描いていてつらいことはありますか？

松井：実は連載中ってもうろうとして描いている
んです。トランス状態というか、半自動手記のよ
うに描いているというか……（笑）。「まあ仕事だ
しなぁ」ぐらいでやっています。それよりも、今
がつらいかもしれないですね。僕は『暗殺教室』を
きちんと終わらせましたが、きちんと終わらせた
ということは、きちんと次を始めなければならな
いということです。けれども、次を描いても認め
られないかもしれない。次の作品に向けて考えて
いることが、おもしろいのだろうかという不安も
あります。ずっと暗闇の中にいるような状態です。

b：デビュー作の『魔人探偵脳噛ネウロ』は４年間
も連載され、テレビアニメやゲームにもなりヒッ
トしました。『ネウロ』が終わり、次の『暗殺教室』
までの期間も同じような不安はありましたか？
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松井：ありました。“『ネウロ』の松井”とは呼ば
れたくない、一発屋で終わりたくないという恐
怖がとてもありました。例えば、浦沢直樹さん
の話題を出すときに“『YAWARA!』の浦沢直樹”  
“『MONSTER』の浦沢直樹”なんて言いませんよね。
“漫画家の浦沢直樹”さんと言われています。僕は
『ネウロ』と『暗殺教室』の２作品でまだまだです
から、常におびえています。

b：先生は漫画のストーリーを、どのようにつくる
のでしょうか？

松井：それがね、最初のレールを敷いて、そこか
ら走り出せば簡単なんです。「あ、これおもしろそ
うじゃん」というシーンを一つ思い付けば、そこに
つながるストーリーを組み立てていく。『暗殺教
室』では第１話２・３ページ目のシーンを最初に
思い付きました。このシーンを成り立たせるため
にはどうしたらよいのかと考えて、広がっていき
ました。おもしろいシーンを思い付くには、ひら
めきが必要です。でも、ひらめきは計算しても考
えても出てくるものではありません。次の作品の
ひらめきが出てこない今は、苦しいところですね。

b：息抜きになるような趣味はありますか？

松井：食べることが大好きです。高級店も好きで
すけど、簡単な料理から科学を学ぶことが好きで
すね。家の電子レンジでどうすれば酒のつまみ
がおいしく作れるかとか、冷凍したごはんはどう
すればおいしく解凍できるのかとか。ジンジャー
エール作りに凝ったこともあり、連載中の息抜き
になりました。けれど、たまにですね。この業界
は多趣味なかたが多いですが、僕は時間があれば
ぼーっとしたいです。

人には「学校」が刻まれる
b：『週刊少年ジャンプ』の読者の多くは学校に通
う子どもたちだと思いますが、ご自身の学校生活
を振り返ったとき、どのようなことを考えますか？

松井：家庭と学校は人格形成において絶対に欠か
せない存在で、僕が学校から学んだことはとても
多いです。子どもの頃は「学校で勉強することが
将来何の役に立つんだろう？」と思っていました
が、今になってやっと、その答えが分かってきま
した。「勉強した内容が役に立つか立たないか」と
いうのはあまり意味のないことで、「勉強する力」

をトレーニングしていたのだと感じます。社会人
になっていろいろなスキルを身に付けるとき、学
校での経験が役立つ場面がありますし、卒業した
学校がステータスになるかたも多いですよね。そ
れに、人との会話で年齢の話題が出たとき「学年
が一つ下ですね」「生まれ年は同じだけど、早生ま
れだから年上です」という言葉を聞くと、学校の
気配を感じます。それだけ人には「学校」が深く
刻まれているということですよね。今になってみ
れば、わずかな年齢差なんてたいしたことではな
いのですが、中学１年生にとっての２年生は大先
輩です。

b：現在の漫画家というご職業は、学年も年齢も関
係のない世界のように感じます。

松井：そうですね。ほんとうに有り難いことで、
５歳上、あるいは10歳上のかたからも敬語を使っ
ていただくような場所で生きています。それでも
当時の学校での感覚は鮮烈で、忘れられません。

b：当時の記憶に残る学校の先生はいますか？

松井：中学生の頃、初めて絵をほめてくださった
先生ですね。今思えば下手だった絵を「うまいね」
と言ってもらえて、絵を描いてみたいなと思い始
めました。漫画家になろうと思ったのはちょうど
中学生の頃でしたから、もしかしたらきっかけに
なった出来事かもしれません。あとで当時のこと
を先生ご本人に聞いてみたら、あたりまえですが
全然覚えていらっしゃらなくて。さらにそのあと
「松井は自分が育てた」と言っているらしいですけ
れど（笑）。

b：学校の教科では、どの教科が魅力的ですか？

松井：歴史が好きです。歴史には、人がその場で
どう動いてどう考えたかが大きく影響しますよ
ね。裏切ったり、強いほうについたり弱いほうに
ついたり、さまざまな野心があったり、成功した
り失敗したり……。人間はずっと変わらないから、
そのような繰り返しが続いています。将来の生き
方にも活かせるジャンルでしょう。

b：歴史は得意だったのでしょうか？

松井：よい成績はとれていました。でも漢字が苦
手だったので、漢字を間違えて減点されることも
ありました（笑）。それから、漫画で描かれている
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「日本の歴史」。あれを読んでおくと歴史の知識が
底上げされるので、絶対におすすめしたいです。
最近は、漫画で学ぶ本や参考書がたくさん出てい
ます。

b：『暗殺教室』のキャラクターたちと学ぶ参考書
シリーズ、『殺

こ ろ

たん』『殺
こ ろ

すう』（集英社）もあります
ね。例えば『暗殺教室』に登場する生徒たちは山
の上の校舎に通っていますが、「僕らの学校は山の
上に建っている」という英語の例文が出てくるな
ど、ストーリーが絡んでいます。

松井：この参考書シリーズを通して、ストーリー
の力、キャラクターの力、それらはすごく大きい
なと、あらためて感じました。漫画というものは、
すごい威力がありますね。

音楽一家に生まれて
b：先生のこれまでの作品には、音楽に精通した
キャラクターが登場します。先生ご自身は、音楽
の経験はありますか？

松井：僕はクラシック音楽をする家庭で育ちまし
た。父は音楽大学で教えていましたし、上の兄弟
二人も音楽家です。僕自身も幼少期はヴァイオリ
ンとピアノをやらされていました。

b：音楽一家だったのですね。

松井：はい。幼い頃から上２人が音楽を習ってい
る様子を見てきましたが、とても大変そうでした。
だから音楽は「厳しいもの」というイメージがあ
ります。末っ子の僕まではあまり手が回らず、小
学校高学年で解放してもらえましたけれど（笑）。
家族の誕生日など特別な日には、家族全員で歌う
ことが自然であり、そういうときは音楽を楽しん
でいたと思います。僕が教えられたのは初歩の初
歩までですが、そのおかげでカラオケですぐハモ
れたり、キーをCにすれば大体のメロディーは鍵盤
で弾けたり。稚拙ですが「音を楽しむ」という意
味では十分役に立っています。

b：漫画家の道に進むことを決めたとき、ご家族の
反応はどうでしたか？ 

松井：「漫画家になりたい」と言ったら「ああ、いい
よ」と全く抵抗のない様子でした。もしも公務員の
家系だったら、漫画家になることを許してもらえ

なかったかもしれません。そのときほど音楽一家
に生まれてよかったと思ったことはないですね。

b：先生から見て、クラシック音楽の世界はどのよ
うなものでしょうか？

松井：現在、どの業界においてもプレイヤーが増え
てユーザーが減っている状態だと感じます。漫画の
世界でも、趣味で漫画を描くけれど買わない人が増
えているんです。でもそういう人も、手軽に描いて
ネットや同人誌で公開して楽しんだり小遣いを稼げ
る環境があります。クラシック音楽も奏者が多くて
客が少なくなる傾向は多分似てると思いますが、身
に付けた技術をどう使うかが漫画と少し違う気がし
ます。演奏を仕事にするのは難しいからと、人に技
術を教えるしか選択肢が無いかたが多いように感じ
ます。すると「習って教える」という連鎖だけにな
り、「楽しむ機会」はちゃんとあるのだろうかと勝手
に思う事があります。素人の僕が何か言ってよいの
であれば、身に付けた技術を、ぜひご自身で楽しむ
ために使っていただきたいです。気の遠くなるよう
な時間とお金と努力で、すばらしく深い技術を身に
付けられているのですから。
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　漫画家。埼玉県出身。
　デビュー作は『魔人探偵脳噛ネウロ』。同作品は
2004年「第12回ジャンプ十二傑新人漫画賞」準入選
ののち、05年～09年に連載された（週刊少年ジャン
プ掲載）。12年～16年『暗殺教室』（週刊少年ジャン
プ）連載。読切作品に、09年『離婚調停』（ジャンプ
SQ.掲載）、11年『東京デパート戦争体験記』（少年ジャ
ンプNEXT！掲載）がある〈集英社／全て〉。

松井優征（まつい・ゆうせい）

お客様ファースト
b：漫画を描かれているうえでいちばん大切にされ
ていることは何ですか？

松井：「お客様ファースト」です。「社会人として
お金をいただいて漫画を描いている以上は、お客
様である読者が喜ぶことが全てである。自分の描
きたいことは二の次である」ということが僕の哲
学です。その中に少しだけ、こっそりと自分のや
りたいことを挟み込めるぐらいでいいと思ってい
ます。「おもしろいと思ってもらうこと」「おもし
ろいことは何かと常に考え続けること」。この２
つはいつも意識しています。

b：読み手の気持ちを大切にしているのですね。

松井：僕は10代後半から漫画を描いてきました。
最初の頃はおもしろいかどうかは一応考えていま
したが、まずは自分が描きたいものを描いて「こ
れがおもしろくて当然だ」という気持ちがありま
した。しかしプロになり社会人という立場になる
と、さまざまな場面で「歩み寄り」が大切だと感じ

たんです。なるべく多くの人に届くような努力を
して、このスタンスを変えることなく、次の作品
も描いていけたらなと思っています。

b：先生の漫画の読者は子どもたちが中心ですが、
今の子どもたちにどのようなことを伝えたいです
か？

松井：「興味のない勉強があったとしたら“競技”
だと思ってやるといいよ」と伝えたいですね。と
にかく詰め込むことを楽しんでほしいなと思いま
す。頭に詰め込むトレーニングは絶対に将来役立
つはずですし、実際にその“詰め込む能力”を大学
までは問われている。だけど諦めてしまう人はす
ごく多いし、自分も高校の頃はそうでした。でも、
もっとおもしろい楽しみ方があっただろうなと思
うし、楽しめる勉強法を見つけたなら、身になら
なくても無駄にはならないと思います。大人にな
ると詰め込んだ内容のほとんどを忘れてしまうか
もしれませんが、１割か２割は残ります。どれだ
け効率的に詰め込んだかというトレーニング法、
競争に勝ったときの喜び。そういうことは今のう
ちに絶対学んだほうがいいはずです。
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道
版
現
代
音
楽
。

　
撮
影
は
昨
年
冬
。
ひ
っ
き
り
な
し
に
各
方
面
か
ら
飛
び
込
ん
で
く
る
列
車
を
寒
い
ホ
ー
ム
で

2
時
間
鑑
賞
、
風
邪
を
ひ
く

…
…

。
で
も
、
寒
さ
を
忘
れ
る
ほ
ど
楽
し
め
る
場
所
な
の
だ
！

文・写真：上野耕平（うえの・こうへい）
第28回日本管打楽器コンクールサクソフォン部門において、史上最年少で
第１位ならびに特別大賞を受賞。学生時代にCDデビューを果たす。2014年
第６回アドルフ・サックス国際コンクールにおいて、第２位を受賞。常に新
たなプログラムにも挑戦し、サクソフォンの可能性を最大限に伝えている。
現在、演奏活動のみならず「題名のない音楽会」、「報道ステーション」等メ
ディアにも多く出演している。第28回出光音楽賞受賞。昭和音楽大学の非
常勤講師。The Rev Saxophone Quartet、ぱんだウインドオーケストラコン
サートマスター。

奈良県最大のターミナル駅、大和西大寺駅には、平面で交差する
線路を見下ろすことのできる展望デッキが備わっています。

編集部メモ

◇大阪駅から
　JR大阪環状線（京橋方面）で鶴橋駅まで約16分。
　そこで近鉄奈良線急行（近鉄奈良行）に乗り換え、約26分で大和西大寺駅着。

◇京都駅から
　近鉄京都線急行（近鉄奈良行／天理行／橿原神宮前行）
　約44分で大和西大寺駅着。

上野耕平を中心としたサックス・カルテット「The Rev Saxophone Quartet
（ザ・レヴ・サクソフォン・クヮルテット）」によるCD『Fun!』（日本コロムビア）
［2,500円＋税／COCQ-85442］が2018年11月28日に発売。
〈収録曲〉稲森安太己『ふるさと狂詩曲』、ビゼー（萩森英明編）『カルメンファン
タジー』、J.S.バッハ『G線上のアリア』他

上 野 耕 平 の

［クロッシング］

行き方

Information

第 2 回

奈
良
県
近
鉄
大や

ま
と和

西さ
い

大だ
い

寺じ

駅 

近
鉄
橿
原
線

奈良駅

大和西大寺駅

近鉄
京都線

奈良県

近鉄奈良線 近鉄奈良駅
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（上）四季折々の花をかたどった小皿
（右）柔らかい錫素材で作られた自在に曲がるカゴ
（左）ゆらゆらと揺れるカップ

【写真③】昨年完成した新社屋。屋根の赤色は金属
を溶かす炎の色を表す。製品が作られる工場に、
カフェやショップが併設されている。今年４月には来
場者数１０万人を達成（©車田保）

【写真④】工場見学の様子。奥で説明をしているの
が千春さん

仕
事
を
し
た
い
』『
生
産
効
率
を
上
げ
た
い
』
と
い
っ
た
意
見
交
換

も
活
発
で
す
」

̶
̶
 

い
ろ
い
ろ
な
職
人
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
が
、
ど
の
よ

う
な
工
程
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　
「『
生な

ま
が
た型
鋳
造
』
と
い
う
、
砂
で
型
を
作
る
技
法
を
用
い
る
の
で
、

大
き
く
分
け
て
、
型
を
一
つ
一
つ
手
作
り
し
金
属
を
流
し
込
む
鋳
造

の
工
程
（
鋳
物
場
）【
写
真
①
】
と
、
そ
れ
を
加
工
す
る
工
程
（
仕

上
げ
場
）【
写
真
②
】
の
２
つ
が
あ
り
ま
す
」

̶
̶
 

素
材
は
錫
が
メ
イ
ン
で
す
か
？

　
「
真し

ん
ち
ゅ
う鍮と

錫
、
大
き
く
２
つ
の
金
属
を
扱
っ
て
い
ま
す
。
真
鍮
は

創
業
当
時
か
ら
扱
っ
て
い
る
銅
と
亜
鉛
の
合
金
で
、
色
は
金
色
を
し

て
い
ま
す
。
音
色
が
美
し
く
、
風
鈴
な
ど
に
用
い
ら
れ
ま
す
。
錫
は

銀
色
で
、
主
に
食
器
に
使
わ
れ
ま
す
。
柔
ら
か
い
素
材
特
性
を
生
か

し
て
錫
１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
の
製
品
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
の
は
日

本
で
初
め
て
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
」

教
育
と
結
び
付
い
た
産
業
観
光

̶
̶
 

昨
年
４
月
に
、
今
の
新
し
い
社
屋
【
写
真
③
】
へ
移
転
し
た
と

伺
い
ま
し
た
。

　
「
移
転
の
第
一
の
目
的
は
、
製
造
か
ら
出
荷
ま
で
を
一
つ
屋
根
の

下
で
行
う
こ
と
で
生
産
効
率
を
上
げ
た
い
と
い
う
こ
と
。
第
二
の
目

的
は
、
産
業
観
光
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ

れ
ら
を
達
成
す
る
に
は
広
い
敷
地
が
必
要
で
、
こ
こ
は
約
４
千
坪
あ

り
ま
す
」

̶
̶
 

鋳
物
メ
ー
カ
ー
が
観
光
の
役
割
を
担
う
と
い
う
の
は
斬
新
で
す
。

　
「
き
っ
か
け
は
父
が
入
社
し
た
当
時
に
遡
り
ま
す
。
あ
る
日
、
小

学
校
高
学
年
の
男
の
子
と
そ
の
親
御
さ
ん
が
工
場
見
学
に
来
ら
れ

ま
し
た
。旧
社
屋
の
手
狭
な
工
場
で
し
た
が
、父
は
意
気
込
ん
で『
ぜ

ひ
見
て
く
だ
さ
い
』と
言
っ
て
案
内
し
ま
し
た
。
現
場
を
見
せ
て
い

る
と
き
に
親
御
さ
ん
が
放
っ
た
一
言
と
い
う
の
が『
よ
く
見
て
お
き

な
さ
い
。ち
ゃ
ん
と
勉
強
し
な
い
と
こ
ん
な
仕
事
を
す
る
こ
と
に
な

る
よ
』。
父
は
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
出
来
事
が
、

『
地
元
の
産
業
の
よ
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
』
と
い
う
、
産
業
観

光
に
力
を
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
原
点
で
す
。
今
、
高
岡
市
で
は 

『
も
の
づ
く
り・デ
ザ
イ
ン
科
』
と
い
う
授
業
が
小
学
校
５・６
年
生
、

中
学
校
１
年
生
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
」

̶
̶
 

公
立
の
学
校
全
て
で
行
わ
れ
て
い
る
の
で
す
か
？

　
「
は
い
。
高
岡
市
の
産
業
に
親
し
む
こ
と
が
目
的
で
、
毎
年
２
千

人
以
上
の
子
ど
も
た
ち
が
能
作
の
工
場
を
見
学
し
に
来
て
く
れ
ま

す
【
写
真
④
】。
そ
の
子
ど
も
た
ち
か
ら
も
ら
っ
た
手
紙
に
は
『
職

人
か
っ
こ
い
い
ね
』『
も
の
づ
く
り
っ
て
す
ご
い
』
と
い
っ
た
言
葉

が
書
か
れ
て
い
て
、
職
人
の
休
憩
室
に
貼
っ
て
励
み
に
し
て
い
ま

す
。
実
は
、
職
人
の
中
に
は
小
学
生
の
と
き
に
工
場
見
学
に
来
た
と

い
う
人
も
い
る
ん
で
す
」

̶
̶
 

教
育
と
地
元
の
産
業
が
結
び
付
い
た
す
ば
ら
し
い
例
で
す
ね
。

　
「
産
業
観
光
で
い
ち
ば
ん
大
事
に
し
て
い
る
の
は
、
子
ど
も
た
ち

に
そ
の
地
域
の
産
業
を
知
っ
て
も
ら
い
、
誇
り
を
も
っ
て
も
ら
う
こ

と
で
す
。『
鋳
物
を
学
ぼ
う
』
と
い
う
小
学
生
限
定
の
夏
休
み
の
企

画
は
、
穴
埋
め
式
〝
能
作
ド
リ
ル
〞
で
勉
強
し
な
が
ら
工
場
見
学
と

鋳
物
製
作
体
験
を
楽
し
め
、
職
人
と
触
れ
合
え
て
、
お
土
産
ま
で
付

き
ま
す
。
私
自
身
も
３
歳
と
５
歳
の
子
ど
も
が
い
る
の
で
、『
小
さ

い
子
で
も
楽
し
め
る
も
の
』
と
い
う
視
点
を
意
識
し
て
い
ま
す
」

̶
̶
 

最
後
に
、
館
内
で
流
れ
て
い
る
不
思
議
な
音
楽
は
何
で
す
か
？　

　
「sm

oug

（
ス
マ
ウ
グ
）と
い
う
バ
ン
ド
の
演
奏
で
す
。
移
転
す
る

と
き
に
『
思
い
出
を
音
に
し
て
残
し
た
い
』
と
思
い
、
旧
社
屋
の

音
、
例
え
ば
砂
の
落
ち
る
音
や
職
人
の
奏
で
る
ス
コ
ッ
プ
の
音
、
そ

う
い
っ
た
独
特
な
音
色
を
録
音
し
て
、
バ
ン
ド
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
し
た
音
楽
を
つ
く
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
」

̶
̶
 

ま
さ
に
サ
ウ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
で
す
ね
。

　
「
夜
の
社
屋
で
ラ
イ
ヴ
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
す
が
、
工
場
の

照
明
と
う
ま
く
マ
ッ
チ
し
て
す
て
き
で
し
た
。音
楽
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
は
じ
め
、い
ろ
い
ろ
な
可
能
性
に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
で
す
」

能
作 

本
社

﹇
営
業
時
間 

10
時
〜
18
時
、工
場
見
学
・
鋳
物
製
作
体
験
は
事
前
予
約
制
。／
休
業
日 

年
末
年
始
﹈

富
山
県
高
岡
市
オ
フ
ィ
ス
パ
ー
ク
8 -

1 

／
T
E
L 

0
7
6
6 -

6
3 -

0
0
0
1（
見
学
・
体
験

等
問
合
せ
）／
F
A
X 

0
7
6
6 -

6
3 -

5
5
1
0
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本
連
載
で
は
、日
本
各
地
で
文
化
や
芸
術
を
支
え
て
い
る
か
た
が
た
を
取
材
し
ま
す
。

第
３
回
は
、
富
山
県
高
岡
市
、
鋳い

物も
の

メ
ー
カ
ー
「
能
作
」
の
本
社
工
場
を
訪
ね
、

産
業
観
光
部
部
長
・
広
報
担
当
の
能
作
千
春
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

能
作
千
春
（
の
う
さ
く
・
ち
は
る
）

　
富
山
県
高
岡
市
出
身
。能
作
家
の
長
女
と

し
て
生
ま
れ
、２
０
１
０
年
、
家
業
で
あ
る

鋳
物
製
造
業
の
道
に
進
む
。２
０
１
５
年
か

ら
産
業
観
光
を
担
う
チ
ー
ム
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
奮
闘
中
。二
児
の
母
で
も
あ
る
。

日
本
め
ぐ
り

N I P P ON
MEGUR I

製品の形状を決める木型。製造元
によって色分けされている

【写真①】木型の周りに砂を突き固め、木型
を抜き取ることにより鋳型ができる【写真②】ろくろを使って一つ一つ磨き上げる

第
３
回　
富
山
県 
高
岡
市

　

能
作
千
春　
能
作（
鋳
物
製
造
業
）

　
「
高
岡
銅
器
」で
有
名
な
富
山
県
高
岡
市
は
、
鋳
物
を
中
心
に
商
工

業
の
地
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
遡
る
こ
と
４
０
０
余
年
、
二

代
目
加
賀
藩
主
の
前
田
利
長
が
、
ま
ち
の
発
展
を
願
っ
て
、
大
阪
か

ら
７
人
の
鋳い

も

じ
物
師
を
呼
び
寄
せ
た
の
が
始
ま
り
と
い
わ
れ
ま
す
。

　
爽
や
か
な
青
空
が
広
が
る
夏
の
午
後
、の
ど
か
な
田
園
風
景
の
一
角

に
建
つ「
能
作
」の
本
社
工
場
を
訪
ね
ま
し
た
。こ
こ
に
は
、「
高
岡
銅 

器
」の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、新
た
な
素
材
や
デ
ザ
イ
ン
の
鋳
物

に
挑
戦
す
る
、
若
い
職
人
た
ち
の
心
意
気
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

銅
器
の
ま
ち
、
高
岡
に
生
ま
れ
て

̶
̶
 

千
春
さ
ん
は
、
ず
っ
と
鋳
物
産
業
に
携
わ
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る

の
で
す
か
？

　
「
私
は
今
の
四
代
目
社
長
の
長
女
と
し
て
誕
生
し
た
の
で
す
が
、

神
戸
の
大
学
に
行
き
、
そ
の
ま
ま
ア
パ
レ
ル
誌
の
編
集
者
と
し
て
３

年
間
勤
務
し
て
い
ま
し
た
」

̶
̶
 

戻
っ
て
く
る
き
っ
か
け
が
何
か
あ
っ
た
の
で
す
か
？

　
「
通
販
カ
タ
ロ
グ
を
作
っ
て
い
た
あ
る
日
、
あ
こ
が
れ
だ
っ
た
職

場
の
先
輩
が
、『
こ
れ
、
す
ご
く
お
し
ゃ
れ
じ
ゃ
な
い
？ 

注
目
だ
ね
』

と
言
っ
て
何
や
ら
持
っ
て
き
た
の
で
す
。
見
れ
ば
、
な
ん
と
そ
れ
は

能
作
の
器
で
し
た
。
そ
の
先
輩
は
も
ち
ろ
ん
私
が
能
作
の
娘
だ
と
は

知
ら
ず
に
。
そ
の
と
き
、『
故
郷
で
父
親
が
企
画
し
た
製
品
が
神
戸

に
ま
で
出
て
い
る
』
と
い
う
こ
と
に
感
動
し
た
ん
で
す
」

̶
̶
 

ま
さ
に
運
命
的
な
巡
り
合
わ
せ
で
す
ね
。

　
「
そ
の
出
来
事
が
あ
っ
て
か
ら
、
周
り
に
も
積
極
的
に
能
作
の
こ

と
を
紹
介
す
る
よ
う
に
な
っ
て
。
退
職
す
る
と
き
に
は
『
地
元
に

帰
っ
た
ほ
う
が
い
い
わ
よ
』
と
背
中
を
押
し
て
も
ら
う
よ
う
な
感
じ

で
し
た
」

̶
̶
 

こ
こ
高
岡
市
は
「
銅
器
の
ま
ち
」
と
し
て
有
名
で
す
ね
。　

　
「
能
作
は
創
業
１
０
２
年
で
す
が
、
高
岡
銅
器
は
約
４
０
０
年
の

歴
史
が
あ
り
ま
す
。
鍋
や
鍬く

わ

と
い
っ
た
生
活
用
品
か
ら
、
徐
々
に
美

術
工
芸
品
で
あ
る
仏
具
や
茶
道
具
、
花
器
へ
と
進
化
し
て
い
き
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
銅
器
の
生
産
額
は
日
本
一
。
け
れ
ど
も
年
々
需
要

が
減
っ
て
お
り
、
跡
継
ぎ
が
い
な
く
て
廃
業
す
る
と
こ
ろ
も
…
…
」

̶
̶
 

職
人
は
熟
練
す
る
ま
で
に
時
間
が
か
か
る
と
聞
き
ま
す
。

　
「
う
ち
は
特
殊
で
、
職
人
の
平
均
年
齢
は
32
歳
、
世
代
別
に
は
20

代
が
多
い
ん
で
す
。
錫す

ず

と
い
う
金
属
で
製
品
を
作
り
始
め
た
の
も

２
０
０
４
年
で
、
ま
だ
十
数
年
し
か
た
っ
て
い
ま
せ
ん
。
昔
か
ら

の
技
術
を
応
用
し
て
は
い
る
の
で
す
が
、
技
術
改
革
を
重
ね
、
若
く

て
も
職
人
と
し
て
働
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
父
が
入
社
し
た

１
９
８
４
年
当
時
の
職
人
数
は
７
人
で
し
た
が
、今
は
60
人
い
ま
す
」

̶
̶
 

若
い
世
代
が
多
い
と
、
ど
の
よ
う
な
雰
囲
気
に
な
り
ま
す
か
？

　
「
活
気
が
あ
る
分
、
い
ろ
い
ろ
な
意
見
の
ぶ
つ
か
り
合
い
も
あ
り

ま
す
。
例
え
ば
『
た
だ
物
を
作
る
だ
け
で
な
く
意
味
合
い
を
も
っ
た
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「
お
っ
と
」舞
台
裏
の
暗
が
り
で
誰
か
に
押
さ
れ
、
ダ
ン
サ
ー
の
一
人
に
ぶ
つ
か
る
と
、

彼
の
汗
の
湿
度
と
熱
気
が
じ
か
に
腕
に
伝
わ
っ
て
く
る
。ご
め
ん
ね
、と
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー

す
る
と
、
大
丈
夫
？ 

と
笑
い
か
け
て
く
れ
た
。
ス
リ
ラ
ン
カ
の
古
都
キ
ャ
ン
デ
ィ
で
、

最
後
の
演
目
を
待
つ
男
性
ダ
ン
サ
ー
た
ち
の
美
し
さ
に
心
が
躍
る
。
ス
テ
ー
ジ
上
の
輝

き
以
上
に
、バ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ
で
の
何
気
な
い
姿
に
心
が
奪
わ
れ
る
の
は
、舞
台
の
輝
き

を
つ
く
り
出
す
人
間
そ
の
も
の
に
惹
か
れ
る
か
ら
だ
ろ
う
か
。

　
人
が
生
き
、何
か
を
願
い
、踊
り
、あ
っ
と
い
う
間
の
一
生
。国
は
違
っ
て
も
、

人
と
し
て
生
き
る
大
変
さ
と
幸
せ
は
、そ
う
大
き
く
違
わ
な
い
。
そ
の
中
の
何

気
な
い
一
瞬
を
共
有
す
る
こ
と
が
、
な
ん
だ
か
と
て
も
、
素
敵
な
こ
と
に
思
え

る
の
だ
。

ダンサーの熱
４枚目

ワンデー 
ワンモーメント
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Photo・Text：Tomoko Hidaki



ヒダキトモコ
写真家。日本舞台写真家協会会員。
東京都出身、米国で幼少期を過ごす。慶應義塾大学法学部卒業。会社員を
経て写真家に転身。音楽誌・経済誌等の表紙・グラビア、各種舞台・音楽
祭のオフィシャルカメラマン。ステージ写真、ジャケット写真、写真集等。
官公庁や企業の撮影も多数。撮影スタンスは自然体、人の内面的な魅力や
イキイキとした写真表現を大切にしている。
http://hidaki.weebly.com
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　本連載では、学校長を務められた先生が、これまでに
学校で子どもたちに伝えた講話や文章をご紹介します。
　前号に続いて第４回も木村七郎先生のお話です。今
回ご紹介するのは、札幌市立厚

あつべつ

別中学校で校長を務め
ていたとき、合唱コンクールを終えた生徒たちに届け
たもの。学校外の活動として千歳吹奏楽団の指揮者を
務めていた木村先生が、少年院で訪問演奏したときの
体験です。

第４回　木村七郎 先生（札幌市立厚別中学校 第8代校長）

少年院への訪問演奏

木村七郎（きむら・しちろう）
酪農学園大学附属とわの森三愛高等学校特別職
千歳吹奏楽団指揮者
日本国際飢餓対策機構 ハンガーゼロ・アンバサダー
日本国際飢餓対策機構 ハンガーゼロ・北海道連絡所長

次代
につなぐ

校
長
先
生

の
講
話

　私が大学を出て新任教師として赴任したのは北海道の空の玄関口、千歳市に
ある千歳中学校でした。
　当時私は、中学校では合唱部を指導し、休日だけ吹奏楽部の副顧問として金
管楽器の指導をしていました。学校外では、地元の千歳吹奏楽団の指揮者を務
めていました。
　千歳吹奏楽団は、定期演奏会や商店街での演奏の他、社会福祉施設や少年院
への訪問を大きな活動の柱としていました。
　北海少年院への訪問は毎年３月末に行われましたが、訪問前にはポップスな
どの曲に加え、『北海少年院歌』『オアシスの歌』の伴奏を入念に練習しました。
　訪問演奏当日、私たちは、正面玄関に続く長い渡り廊下を通って会場へと向か
います。まず廊下に入るドアが開錠されます。そしてすぐに施錠されます。さら
に幾度も開錠と施錠が繰り返され、ようやく演奏会場である食堂に到着します。
　厳重な施錠。年に一度の訪問で慣れているとはいえ、この非日常の出来事に、
私たちは毎度緊張したものでした。
　わずかのリハーサルのあと、いつものように院生が隊列を作って入場し、早
速本番です。
　院生たちの、耳鳴りがするほど大きな「こんにちは」のあいさつのあと、『北
海少年院歌』を歌います。ポケット歌集を持った右手はまっすぐ前に伸ばし、左
手は背骨の所まで回す。背筋を伸ばして立つ姿は皆一緒です。吹奏楽が消され
てしまいそうなほどの大きな歌声で、食堂中がゴーッとうなりを上げています。
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　続いて『オアシスの歌』です。

オアシスのオは「おはよう」のオ
オアシスのアは「ありがとう」のア
オアシスのシは「失礼します」のシ
オアシスのスは「すみません」のス

　この歌声に涙腺を緩めながら演奏している女性団員もいます。
　また、恒例となっている「指揮者コーナー」では、３人の院生がポップスやア
ニメ主題歌の指揮をしましたが、なかでも中学生と思われる小柄で柔和な感じの
院生は、とてもすばらしい指揮をしました。きっと学校では音楽が得意だったの
でしょう。もしかしたら合唱コンクールなどで学級の指揮者をやったことがある
のかもしれません。
　「なぜ、この子はここに？」「いったいこの子に何が？」
　この少年たちは、いったいどこでどう道を間違えたのでしょう。
　地鳴りのようなすごい歌声は、いわゆる「矯正教育」の一環だと思います。そ
れにしても、こんなにすばらしい声で歌うことができるのです。
　「どうか立派に社会復帰してほしい」と願わざるをえませんでした。

　千歳吹奏楽団（1975 年に設立）。同楽団は千歳市の文化・教育に貢献することを目的に活動しており、
今は木村七郎先生が指揮者を務めている
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【厚別中学校生徒の皆さん】
　今日の、皆さんの立派な歌声、立派な演奏マナーを見ると、そのときのことを
思い出しました。また、あの立派に指揮をした少年の姿を思い出しました。
　皆さんには、どうかこれから、道に迷っても決して道を間違えないで生きてほ
しい。そして立派な大人になってほしいと願うのです。

（平成 22 年 10 月　合唱コンクール後
 札幌市立厚別中学校　学校ホームページの校長ブログ「レインボートピックス」より）

【千歳吹奏楽団との邂逅】
新卒 6 年間を千歳市で過ごしたあと、私は札幌市に転勤し、定年退職まで札幌市内の
市立中学校で勤務しました。千歳吹奏楽団や千歳の教え子とは、もう会うこともない

だろうと思っていましたが、退職後 2 年目に千歳吹奏楽団から連絡があり、
何と35年ぶりで指揮をすることとなり、現在に至っています。

　千歳吹奏楽団は現在、千歳市民文化センター（北ガス文化ホール )で練習を行っている。このホールは黒
澤明監督の映画『乱』の音楽を録音した場所でもある。写真は大ホールで、木村七郎先生（最前列中央）と
メンバーたち。平成 30 年 5 月 20 日、第 40 回記念定期演奏会より
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平成30年 7月豪雨、台風21号、

北海道胆振東部地震、

台風24号などにより、

日本各地に甚大な被害が発生しました。

お亡くなりになられたかたがたの

ご冥福をお祈りいたしますとともに、

被災された皆様に謹んでお見舞い申し上げます。

被災地の一日も早い復旧を

心よりお祈りいたします。
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　学校の敷地内から子どもたちの歌声やピアノ伴奏の音が聞こえてくると、どこかうれしい気持ちになる
のは、日本でも難民キャンプでも変わりありません。教室にピアノはありませんが、キーボードをピアノ
の音に設定し、同時にリズムも流しながら旋律を弾くのが、よくあるこちらの伴奏スタイルです。軽快な
リズムと旋律の音にのせて子どもたちの歌う声が聞こえてくると、隣の教室の子どもたちまでついつい自
然と身体を揺らしてしまうのが窓越しに見えることもあります。
　歌の授業では、まず歌詞を勉強します。アラビア語は、日常的に使われるアン
ミーアという口語と、文章やテレビのニュースなどで用いられる正則アラビア語に
分かれていますが、歌の多くは正則アラビア語で書かれています。そのため、歌詞
を黒板に書いて、それを読み上げながら新しい単語を学んだり、韻を踏んだ歌詞の
リズムを楽しんだりします。また、少し難しい文法を正しく理解する学習にも歌
詞が役立ちます。

子どもたちの歌声

　ヨルダンにあるザアタリ難民キャンプでは、隣国シリアから逃れ
てきた約８万人の人々が避難生活を送っています。前号のレポー
トでは、「NPO法人 国境なき子どもたち（以下KnK）」の駐在員とし
てこのキャンプで活動されている松

まつ

永
なが

晴
はる

子
こ

さんに、ヨルダンへ渡っ
たきっかけやKnKによる教育支援について紹介していただきました。
　今回はその後編として、キャンプで行われている音楽の授業や子ど
もたちの様子について、松永さんの温かい目線で書かれたレポートを
お届けします。

※

松永晴子さん
　高校の美術教員を経て、日本人学校の
教員としてベトナムに赴任。その後、青
年海外協力隊としてヨルダンへ渡り、他
支援団体での勤務を経て、現在はKnK駐
在員としてシリア難民の子どもたちへの
教育支援に携わる。

H
aruko M

atsunaga

子どもたちに学校を
シリア難民キャンプの音楽教育（後編）

vo l . 3 ［ワールドレポート］

シリア・アラブ共和国
Syr i a n  A r a b  R epub l i c

ヨルダン・ハシェミット王国
Hashem i t e  K i n gdom  o f  J o r d an

※ 1997年に日本で設立され、これまで15ヵ国（地域）において8万人以上の子どもたちに
教育機会を提供し、自立を支援している。
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　アラー先生は、女子のクラスで音楽を教えています。ふっくらとした顔立ちの、とろけそうに優しい目
が印象的な先生は３児の母で、今４人目の子がおなかの中にいます。2015年からKnKの教員として働き
始めました。少しおなかが大きくなってきていますが、大きなキーボードをいつも自分で持って授業に
向かいます。私が手伝おうとしても手伝わせてくれないのです。楽しくてつい調子にのりがちな子ども
たちを、ときにはしっかりと叱りながら、でもぱっと気分を変えて楽しい授業に戻る、そんなメリハリの
ある先生です。
　先生自身も難民で、かつてシリアにいたときにカレッジで音楽を学びました。日本のセンター入試と同
じような制度がシリアにもあり、その結果で選んだのが音楽カレッジでしたが、実は宗教の先生になり
たかったそうです。家族の励ましもあって音楽カレッジに通い続けるうちに、どんどん音楽の楽しさが分
かってきたという話を聞きました。
　ほんとうはアコーディオンが大好きなのですが、キャンプのアコーディオンは壊れているため、今はキー
ボードで歌の伴奏を弾いています。もともとアラー先生がキーボードで弾ける曲はあまり多くありませんで
した。そこで、以前JICAの青年海外協力隊で音楽教員として
アラブ圏に派遣されたかたたちが作成した楽譜集を渡して練習
してもらっています。
　シリア人のアラー先生は、子どもたちと同様、キャンプの中
で生活しており、長期休みには、プレハブの自分の家にキーボー
ドを持ち帰って練習しています。自宅での練習を見に行った
ことはありませんが、３人の子どもたちもお母さんの弾くキー
ボードの音色を楽しんでいることでしょう。

※

　授業では、音階の練習をするときなどに「ソルフェージュ」という言葉を必ず使います。シリアは過去
にフランスの委任統治領だった時代があり、音楽教育の基礎もフランスから来ています。シリア出身の
アラー先生にも、フランス語の名称はなじみ深いようです。
　子どもたちの心理的ケアだけを目的とするのであれば、歌を歌ったり、楽器を演奏したりするだけでも
十分だと思われるかもしれません。しかし、既にキャンプが開設されてから６年以上たち、普通の暮らし
に戻りつつある中、子どもたちも本来の教育を受けるべき段階に来て
います。そのため、音楽教育の基礎であるソルフェージュを教えるこ
とは、これからの授業を発展させていくうえで必要だと考えています。
　初めて「ドレミ」という発音や音階の仕組みに触れたとき、とまどい
を感じる子どもも多く見受けられましたが、今ではすっかり慣れて、
黒板に書かれた譜面を見ながら歌えるようになってきました。

音楽のアラー先生

アラビア語の「ドレミファソラシド」

※シリアやヨルダンでは、宗教の授業が小学校１年生からある。

ソルフェージュを大切に

子どもたちとアラー先生（右）

　今のところ、音程をきちんと取って歌うことは難しいのが現実で、歌詞を口にするだけで精一杯という子
も少なくないようです。私も実際に歌ってみて分かったのですが、歌詞をぎっしりと詰め込んだタイプの曲
が多いため、歌いこなすのは簡単ではありません。日本の歌でいうと、吉田拓郎さんの『春だったね』や井
上陽水さんの『氷の世界』といったイメージでしょうか。けれども、こちらの子どもたちは、音が取れず明ら
かに旋律から外れていても、それほど恥ずかしがる様子はありません。それは見ていて晴れ晴れしいほどで、
周りの目を気にせず、元気よくうれしそうに、のびのびと歌ってくれます。今はまだ発声や音階の練習まで
なかなか手が回りませんが、現在の授業内容がもう少し定着してきたら、新たな挑戦として音程を正しく取
れるようになる訓練も取り入れていきたいと考えています。
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　ザアタリ難民キャンプでの教育支援が始まったのは2013年ですが、KnKは2007年からヨルダンでイラ
ク難民支援事業や若者を対象とした支援活動を行っており、その軸には常に、音楽を含む情操教育があり
ました。今、キャンプでは「作文」「演劇」、そして「音楽」の授業をしていますが、この３教科はいずれも、
心や身体の内面にあるものを表出させることを可能にします。特に「音楽」は、子どもたちの感性を豊か
にし、歌、楽器、楽理などさまざまな手段で学びを深めることができる教科なので、情操教育には欠か
せません。どちらかというと人と合わせるよりは自分
の主張を出しがちな子どもたちが、合唱や合奏などの
活動を通して、誰かと一緒に美しいものを創り出す楽
しみを感じる機会となれば、うれしい限りです。
　また、何より単純な理由として、アラブ圏の人々の
多くは音楽が大好きだということも挙げられます。皆、
ノリがよくて踊り出したくなるような音楽を特に好ん
で聴きます。そうした民族性もあり、子どもたちにとっ
ては、音楽の授業そのものが普通の授業とは全く違っ
た、楽しい時間となっているようです。

なぜ音楽の授業が必要？

　日本のように音楽室がないので、音楽の授業をするときには、先生がキーボードを持って教室まで出
向きます。教室の窓から先生の姿を見つけると、それまで騒がしかった子どもたちが自分の席に戻ってい
きます。皆、授業を楽しみにしているのと同時に、授業を受ける態度も身に付いてきたことが分かります。
音楽は楽しい授業ですが、「楽しい」という気持ちのほうが勝ってしまい、先生の話になかなか集中でき
なかったり、はしゃいでしまったりする子どもたちも以前は少なくありませんでした。それでは授業が成
り立たないので、「ルールを守って、もっと授業を楽しむ」という考え方を定着させようと、先生たちは授
業中のマナーをしっかり教えています。
　また、ソルフェージュを始めてから、譜面を正確に読める子どもが増え、鍵盤ハーモニカも上手に演奏
できるようになってきました。主要教科ではよい成績が取れないけれど、歌をとてもきれいに歌える子
もいます。今までほめてもらえる機会が少なかった子どもたちにとって、音楽は特別な存在です。音楽
の授業が、学校に来るための大事なきっかけにもなっています。最近は、家に帰ってから音符の書き方
の練習をしたり、鍵盤の形を印刷した紙の上で運指の練習をしたりする子どもたちも出てきました。

　自分ですらすらと譜面を読み、正確な音で歌えるようになるに
はまだまだ練習が必要ですが、音楽の授業が、ただ好きな歌を歌
える楽しい時間から、ソルフェージュを勉強し歌のレパートリーを
増やしていく時間、鍵盤ハーモニカの演奏を上達させるための時
間へと変化してきています。子どもたちが以前にも増して音を楽
しむことに心を開き、積極的に取り組んでいる様子を見ることが
できるのは、教員やスタッフにとってもうれしい変化です。身近
にあるいろいろな音楽や音そのものを楽しむ方法を、１つでも多く
体感したり経験したりしてほしいと願っています。

子どもたちの変化

鍵盤ハーモニカが大人気
（文：松永晴子／写真：国境なき子どもたち）

紹介ページ
https://www.kyogei.co.jp/data_room/bouquet/no3_wr.html
キャンプで行われている音楽の授業の動画をご覧いただけます。

文中の地名は筆者の表記にそろえています。



タイトルロゴ：石野春加（DAI-ART PLANNING）
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